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階段や急な坂道を上った後、息切れを感
じるようになったという高齢者の方はいま

せんか。年齢的な衰えと考えがちですが、

高血圧や糖尿病を患っていると、心不全の
可育毛性があり危険です。心不全の言今断、症
状について専門医に聞きました。

令和 4年/ク月゛・s e (日) 朝刊

柴本将人医師


